
 

 

 

 

 

 

子どもたちに伝えたいこと 
～「江戸しぐさ」に学ぶ～ 

学校長 三瓶 徹 
  

暖かい風の中に、ふと梅の香が感じられる今日この頃、平成３０年度の最後の月になりまし

た。３月は進級・進学の準備時期となります。次のステップに向かって希望を胸にする時期だか

らこそ、子どもたちとともに考えていきたいことがあります。 

 「仕草」ということばです。「身体の動きや様子」という意味です。ところが、「江戸しぐさ」

という昔の生活を研究されている越川禮子さんは、「昔は『思草』ということを大切にしてき

た」とおっしゃいます。つまり、傘をさしてすれちがうときは、互いの傘を外側に向けて、相手

にぶつかったり、しずくがかかったりしないように気配りをしていたということです。そこに

は、「相手に対する思いやりの気持ち」があったそうです。狭いところですれちがうとき、互い

に身体を横に向け、相手が行き過ぎるまで待ってあげるということが普通に行われていたそうで

す。 

 今の子どもたちではなく、今の大人たちの現状はどうでしょうか。なかなかこのようなことま

で気が回っていないというのが私の反省です。今までよいとされていた事柄が、いつのまにかあ

まり大切に思われなくなったことが多くなったような気がします。 

 子どもたちは「親の背中を見て育つ」と言われています。その背中に、親の思いを示しなが

ら、お子様と話し合ってみてはいかがでしょうか。 

 その他の気になる「江戸しぐさ」を紹介します。 

  

肩引き：狭い道で対向者とすれちがうときに、道の中央側の肩を引けば相手とぶつかることも

なくすれちがえます。 

 時泥棒：突然相手を訪問し、または、約束の時間に遅れることで相手の時間を奪ってはいけな

いというしぐさです。 

 うかつあやまり：たとえば相手に自分の足が踏まれたときに、「すみません、こちらもうっか

りしていました」と謝ることで、その場の雰囲気をよく保つしぐさです。 

 お心肥やし：「おしんこやし」とよみ、人間は勉強をして心豊かでなくてはいけないというこ

とです。 

 

３月１９日（火）は、笹山小学校第４５回卒業証書授与式です。今年は２０名の６年生が、

夢と希望を胸に本校を巣立ちます。一人ひとりが自分の持ち味を生かし、光り輝く人生とな

る、よき門出となることを願っています。当日は、保護者の皆様はもとより、地域の皆様から

も温かい励ましのお声かけをいただければ幸いです。よろしくお願いします。 
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